
色彩 ・ 感性 ・ 装い 〜 眼で視て， 心で感じる科学

関西大学総合情報学部　浅野晃ゼミ

教授　浅野晃 　2025 年度ゼミ生　4 年生 12 名， 3 年生 12 名

「動的な図形」の研究は，関西大学倫理審査委員会による「関西大学における人を対象とする研究倫理審査」で承認をうけました。（承認番号 HR承認2019-4）

「進出色と後退色」の研究は，関西大学総合情報学部・総合情報学研究科倫理審査委員会による研究倫理審査で承認を受けました。（承認番号 2024-8）

2025年4月1日　関西大学総合情報学部　浅野ゼミ

OK! ポスターの写真は
ご自由にお撮りください

■ 卒業研究の例
優秀な卒業研究は，ゼミ生の卒業後に，浅野が国際・

国内学会での講演や学術論文として発表しています。

▼と▲が上から落ちてくる

のを，マウスカーソルで

捕まえるゲームを行う

三角形の向き（▼や▲）と，

動作の向き（落ちてくるか上がっていくか）で，

捕まえやすさに違いがあるか？

向きが一致しているとき

（▼が落ちてくる・▲が上がっていく）

捕まえやすい

■ 動的な図形

「動くもの」「変化するもの」は興味をひきます
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■ 「文理融合的」研究

「文系的」な興味を持っているゼミ生も多いです

日本と中国で， 「赤／紅」， 「青／藍」 という

漢字に対して思い浮かべる色に違いがあるか

日本では 「赤／青」 は 「紅／藍」 よりも彩度が高い

中国では 「紅／藍」 は 「赤／青」 よりも彩度が高い

両国とも，色を表すのに日常用いる字のほうが，

彩度の高い色が思い浮かぶ

両国の協力者に，

【1】 5 つの色相から

 「赤」 で思い浮かべる

 色をひとつを選んでもらう

【2】 選ばれた色相について，

 彩度 ・ 明度を変えたものを

 呈示して， 「赤」 で思い

 浮かべるものを

 選んでもらう

「紅」 についても同じ調査を行う

「青／藍」 の組についても，

ブルーの色見本で同じ調査を行う
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（左）台湾で開かれた学会で発表しているところ。現地スタッ

フの学生さんたちが発表を聴きに来てくれました（右）タイで

開かれた学会で発表しているところ。

大学院に進んだゼミ生には，自分で発表

してもらいます。

背景が明るくなると青のほうが

大きく見えるが，

暗室実験では，形の乱れが影響

を与える

■ 進出色と後退色

目立つ色と引っ込む色，背景や形が変わったら？
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（左）黄色は青色よりも目立つ（中）形が乱れたら？

（右）背景が変わったら？

歪みなし
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青のほうが大きく見えると答えた人の割合  

背景の明るさ

オンライン実験 (回答者34名)

歪みあり

歪みなし 歪みあり
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青のほうが大きく見えると答えた人の割合  

背景の明るさ

暗室実験（回答者11名）

black white

black white

オンライン実験では，回答者の見ている

画面の大きさ・色合が各回答者で異なる

学会で賞をいただきました🎖

各研究には，日本学術振興会科学研究費 Nos. 19K12692，22K03202，23K11751，および関西大学研修員研究費の各助成を得ました。


